
区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

(

メ
ー
ト
ル)

路

線

名

東
九
州
自
動
車
道

道
路
の
区
域

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
門
川
町
大
字
加
草
字
堂
ヶ
内
四
六
番
一
か
ら
同
県
東

臼
杵
郡
門
川
町
大
字
川
内
字
松
ヶ
平
七
八
八
〇
番
ま
で

前

最
大
最
小

一
三
九
一
一

五
、
九
九
〇

後

最
大
最
小

一
三
六
一
一

日
向
市
大
字
日
知
屋
字
荒
平
一
三
五
六
九
番
か
ら
同
市
大
字
平
岩
字
橋

ノ
口
七
三
七
四
番
三
ま
で

前

最
大
最
小

二
九
〇
一
一

八
、
六
二
四

後

最
大
最
小

二
九
〇
一
一

平成™™年˜™月š日 金曜日 第œ›œ—号官 報
二

変
更
に
係
る
指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

変
更
し
な
い
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

変
更
後
の
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に

植
栽
の
方
法
及
び
樹
種
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

岡
県
庁
並
び
に
関
係
市
役
所
及
び
町
村
役
場
に
備
え
置
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

（
旭
山
Ｂ
及
び
夜
明
山
地
区
に
係
る
基
準
の
特
例
）

第
三
条

旭
山
Ｂ
及
び
夜
明
山
地
区
内
に
お
い
て
行
わ
れ

る
規
則
第
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
行
為
に
つ
い
て

は
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
該
当
す
る
も
の
」
と
あ
る
の

は
、「
該
当
す
る
も
の
又
は
土
地
所
有
者
等
が
農
業
を
営

む
た
め
に
必
要
な
建
築
物
の
新
築
、
改
築
若
し
く
は
増

築
で
あ
つ
て
、
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合

す
る
も
の
」
と
読
み
替
え
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す

る
。

２

旭
山
Ｂ
及
び
夜
明
山
地
区
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
規

則
第
十
一
条
第
十
二
項
又
は
第
十
三
項
に
規
定
す
る
行

為
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
十
二
項
第
一
号
ハ
中
「
又
は

増
築
」
と
あ
る
の
は
、「
若
し
く
は
増
築
又
は
土
地
所
有

者
等
が
農
業
を
営
む
た
め
に
必
要
な
工
作
物
の
新
築
、

改
築
若
し
く
は
増
築
」
と
読
み
替
え
て
、
第
十
二
項
及

び
第
十
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

３

旭
山
Ｂ
及
び
夜
明
山
地
区
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
規

則
第
十
一
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
行
為
に
つ
い
て

は
、
同
項
第
一
号
た
だ
し
書
中
「
現
に
農
業
の
用
に
供

さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
の
は
、「
土
地
所
有
者
等
に
よ
り

農
業
の
用
に
供
さ
れ
る
」
と
読
み
替
え
て
、
同
項
の
規

定
を
適
用
す
る
。

（
兄
島
及
び
平
島
地
区
に
係
る
基
準
の
特
例
）

第
四
条

兄
島
及
び
平
島
地
区
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
規

則
第
十
一
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
行
為
に
つ
い
て

は
、
同
項
第
一
号
ハ
中「
又
は
増
築
」と
あ
る
の
は
、「
若

し
く
は
増
築
又
は
小
笠
原
村
内
に
所
在
す
る
小
学
校
、

中
学
校
及
び
高
等
学
校
に
お
い
て
学
校
教
育
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
る
行
事
に
係
る
工
作
物
の
新
築
、
改
築
若

し
く
は
増
築
」
と
読
み
替
え
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用

す
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
四
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

と
指
定
の
目
的

次
に
掲
げ
る
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
一
日
農
林
水
産
省
告
示
第

千
九
百
七
十
八
号
、
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
三
日
農
林

水
産
省
告
示
第
二
千
三
百
二
十
四
号
、
昭
和
五
十
八
年

十
二
月
六
日
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
三
百
七
十
三

号
、
昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
五
日
農
林
水
産
省
告
示

第
二
千
三
十
五
号
、
昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
四
日
農

林
水
産
省
告
示
第
二
千
十
六
号
、
平
成
十
四
年
三
月
六

日
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
七
十
七
号
、
昭
和
五
十
八

年
十
月
二
十
二
日
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
二
号
、
昭

和
五
十
八
年
十
月
二
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
九
百

五
十
三
号

二

変
更
に
係
る
指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

変
更
し
な
い
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

変
更
後
の
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に

植
栽
の
方
法
及
び
樹
種
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

岡
県
庁
並
び
に
関
係
市
役
所
及
び
町
村
役
場
に
備
え
置
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
四
百
三
十
八
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
高

速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一
般
の

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
四
百
三
十
九
号

次
の
よ
う
に
高
速
自
動
車
国
道
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九

号
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一
般
の

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

東
九
州
自
動
車

道

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
門
川
町
大
字
加
草
字
堂
ヶ
内
三
七
番
三
か
ら
日

向
市
大
字
平
岩
字
橋
ノ
口
七
三
七
四
番
三
ま
で

平
成
二
十
二
年
十
二
月
四
日
十

五
時

〇
環
境
省
告
示
第
八
十
九
号

自
然
公
園
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第

四
十
一
号
）
第
十
一
条
第
三
十
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

小
笠
原
国
立
公
園
の
特
別
地
域
及
び
特
別
保
護
地
区
内
に

お
け
る
行
為
の
許
可
基
準
の
特
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
、

公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
日環

境
大
臣

松
本

È

小
笠
原
国
立
公
園
の
特
別
地
域
及
び
特
別
保
護
地

区
内
に
お
け
る
行
為
の
許
可
基
準
の
特
例

（
区
域
の
範
囲
）

第
一
条

こ
の
告
示
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区

域
の
範
囲
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

一

旭
山
Ａ
地
区

東
京
都
小
笠
原
村
旭
山
の
一
部

二

旭
山
Ｂ
及
び
夜
明
山
地
区

東
京
都
小
笠
原
村
旭

山
及
び
夜
明
山
の
各
一
部

三

兄
島
及
び
平
島
地
区

東
京
都
小
笠
原
村
滝
之
浦

及
び
平
島
の
各
一
部

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
区
域
の
範
囲
を
表
示
し
た
図
面

は
、環
境
省
及
び
東
京
都
庁
に
備
え
付
け
て
供
覧
す
る
。

（
旭
山
Ａ
地
区
に
係
る
基
準
の
特
例
）

第
二
条

旭
山
Ａ
地
区
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
自
然
公
園

法
施
行
規
則（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
四
十
一
号
。

以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）第
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三

項
に
規
定
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
た
だ

し
書
中
「
で
あ
つ
て
、
前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
基
準
に

適
合
す
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
、「
又
は
土
地
所
有
者
等

が
農
業
を
営
む
た
め
に
必
要
な
建
築
物
の
新
築
、
改
築

若
し
く
は
増
築
で
あ
つ
て
、
前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
基

準
に
適
合
す
る
も
の
」
と
読
み
替
え
て
、
第
二
項
及
び

第
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

２

旭
山
Ａ
地
区
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
規
則
第
十
一
条

第
十
二
項
又
は
第
十
三
項
に
規
定
す
る
行
為
に
つ
い
て

は
、
同
条
第
十
二
項
第
一
号
ハ
中
「
又
は
増
築
」
と
あ

る
の
は
、「
若
し
く
は
増
築
又
は
土
地
所
有
者
等
が
農
業

を
営
む
た
め
に
必
要
な
工
作
物
の
新
築
、
改
築
若
し
く

は
増
築
」
と
読
み
替
え
て
、
第
十
二
項
及
び
第
十
三
項

の
規
定
を
適
用
す
る
。

３

旭
山
Ａ
地
区
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
規
則
第
十
一
条

第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
同
項
第

一
号
た
だ
し
書
中「
現
に
農
業
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
」

と
あ
る
の
は
、「
土
地
所
有
者
等
に
よ
り
農
業
の
用
に
供

さ
れ
る
」
と
読
み
替
え
て
、同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

〇
環
境
省
告
示
第
九
十
号

自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）

第
二
十
条
第
三
項
第
十
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
五

十
五
年
三
月
環
境
庁
告
示
第
二
十
三
号
（
国
立
公
園
及
び

国
定
公
園
ご
と
に
そ
の
特
別
地
域
内
に
お
い
て
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
採
取
し
、
又
は
損
傷
し
て
は
な
ら
な
い
高
山

植
物
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
植
物
を
指
定
す
る
件
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
日環

境
大
臣

松
本

È

�
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